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京都いつでもコール

市民しんぶん下京区版

6・15
（平成24年5月1日現在）

推計人口 男 女
80,096人 37,096人 43,000人

世帯数　44,609世帯

未来に残そう
きれいな高瀬川活動

下京のエコ学区
有隣学区

植柳まちづくりプロジェクト

　下京渉成小学校では、総合学習の一環
として「ココロ（心）・エコロ（エコロジー）
学習」をテーマに、４年生が高瀬川をき
れいにする取り組みをしている地元の
方々、企業などからお話をうかがったり、

「クリーン作戦」と名付けた高瀬川の清掃
活動を２年前から行ったりしています。
　高瀬川をきれいにすることだけでなく、
たくさんの方々との出会いを通して、ま
ちを愛し、問題意識を持って、自分たち
で課題を解決できる心豊かな子どもに育
つことを目指しています。

　有隣学区では、エコ活動に取り組む方々
がエコ活動を通して、毎日の生活に喜びやメ
リットを感じられる活動をしようと工夫して
います。
　使用済てんぷら油、電池、蛍光管等の資源
物回収は、覚えてもらいやすいように毎月 11
日の午前 10 時～正午、午後７時～８時 30 分
の２回行っています。回収にご協力いただい
た方には、ポイントカードにスタンプを押し、
年度末に景品をお渡ししています。
　エコ活動に進んで取り組んでいただくため
に、参加する住民の方の立場で考えた取り組
みを確実に、きちんと継続して行うよう心掛
けています。昨年度は「エコ学区」事業として、
参加家庭の省エネを調査する参加家庭に更な
る省エネのヒントを提供する「うちエコ診断」
と「学習会」を開催し、省エネについて学び
ました。今後は、今行っている事業をエコ化
することや、地域独自のエコ
を楽しむ取り組みを行ってい
きます。

　地域で安心安全なまちを目指すために、
子どもの登下校時や夜の見回りなどを行っ
ていますが、その見回りの中で落ち葉、雑
草、ごみなどを拾ってきました。
　今では、地域の子どもたちも参加して、
年に３回清掃活動を行っています。
　人工的なごみと自然ごみを分別し、自然
ごみはたい肥にして、子どもたちの環境教
育に使っています。
　未来を担う子どもたちに、自らごみを
拾ってもらい、環境問題について関心を
持ってもらう機会を今後も続けていきたい
と思います。

（昨年のクリーン作
戦でもたくさんの
ごみを集めました）

（掃除の区域を説明） （お子様も一生懸命参加しています）

　植柳まちづくりプロジェクトでは、地域の活性化を目標
に据え、多くの観光客や地元の人達が、気持ち良く過ごせ
るまちを目指して、月 1 回の清掃活動から始めました。
　手探りのスタートでしたが、自治連合会役員さんや本願
寺の職員さんの参加者も加え月平均 20 名前後で清掃作業を
行い、回を重ねるごとに拾うごみの量は減ってきました。
　今年で４年目を迎え、この頃は地域住民の方とのつなが
りが深まり、地域活性化の第一歩の手応えを感じながら、
楽しんでいます。
　間もなく夏休みですが、親子での参加も歓迎です。

梅逕「安心安全のネット
ワーク」の取り組み

　菊浜学区では、「町を美しく　川をきれ
いに」を目標に掲げ、環境美化活動や見守
り・声掛けに取り組んでいます。
　毎年８月の「菊浜高瀬川まつり」では、
地元保育所・小学校などと連携し、高瀬川
の清掃や灯籠流しなどを行い、今年３月に
は「京都水宣言記念・京都水づくり賞」の
表彰を受けました。
　高瀬川での活動を契機に、住民同士の絆
を深めるとともに、子どもたちが過ごしや
すいまちにしていきたいと思っています。

下京区内
エコの取り組み
の一部を
紹介します

２面にも
掲載しています

菊浜学区の取り組み


